家　族　経　営　協　定　書
（目的）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第１条　　この協定書は、甲（経営主）　　　　　　　　、及び乙（後継者）　　　　　　　　　　　　　　　　
が、相互に責任ある経営への参画を通じて、近代的な農業経営を確立するとともに、家族が相互に話し合い、協力しあって農業経営を発展させ、明るく楽しい生活をおくるためのルールを定めるものである。

（経営計画の策定）

第2条 　甲及び乙は協議の上、今後の資金計画、作付計画、施設導入、就業条件の改善等を内容とする長期農業経営改善計画及び毎年の具体的事項を内容とする年度別経営計画を作成する。農業経営の基本的事項については、当該名義人すべての合意により決定するものとする。
（収益分配）

第3条 　農業経営から生じた収益については当該名義人のすべてに帰属し、家族で協議の上、それぞれの年齢・作業内容・作業日数等を考慮し分配するものとする。

　なお、収益が予想を上回った場合には、賞与として、家族で協議の上定めた額を臨時に分配するものとする。
（就業条件）

第4条 　１日の労働時間は平常８時間を原則とし、農繁期でも10時間を越えないことを目安とする。ただし、農作業の繁閑により家族で協議の上延長又は短縮できるものとする。休日は農作業や健康状態により協議の上適時とることができる。また、正月、盆等の休日については、家族で協議の上定めるものとする。

（経営の役割分担）
第5条 農業及び家事の主担当を次のとおりとし、相互に協力して行うものとする。
	部　　門
	内　　容
	経　営　主
	後　継　者

	企画
	企画・渉外
	
	

	
	税申告
	
	

	
	福利厚生
	
	

	
	雇用管理
	
	

	
	営農計画
	
	

	
	簿記記帳
	
	

	部　　門
	内　　容
	経　営　主
	後　継　者

	果樹作業
	消毒
	
	

	
	摘果
	
	

	
	剪定
	
	

	
	収穫
	
	

	
	販売・運搬
	
	

	家事
	炊事・洗濯
	
	

	
	家計簿・買い物
	
	

	
	冠婚葬祭
	
	

	
	住宅管理
	
	


（将来の経営移譲）

第6条 　甲が有する経営権及び経営用資産における移譲の時期及び方法については、家族で協議の上決定するものとする。

（その他）

第7条 この協定書に規定されている以外の事項で、決定すべき事項が生じた場合には、その都度家族で協議の上決定するとともに、必要に応じて改定を行う。

（附則）

1  この協定書は、令和　　年　　月　　日より実施する。

2  この協定書の有効期限は、実施の日より　年間とし、当事者から申立てがない限り自動的に更新されるものとする。
3  この協定書は２通作成し、甲及び乙が各１通を保有する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲（経営主）　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　乙（経営者）　　　　　　　　　　　　
